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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・健康長寿社会の実現や、認知症予防に関連す
る事業を推進される自治体や企業のみなさま。
・認知症などの神経変性疾患患者さんをご紹介
いただける医療機関の先生方。

世界的にも稀有な画像技術と、脳研究所が誇
る包括的な脳評価技術を組み合わせた、国際的
競争力を持った研究を推進可能です。これまで
大・小企業との産学連携実績もございます。

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人口高齢化を背景に、高齢者に多いアルツハイ
マー病などの認知症は右肩上がりに増え続けてお
り、健康長寿社会の実現に向けてその対策は喫緊
の課題です。認知症患者さんの脳内にはさまざま
な異常たんぱく質が蓄積し、これが認知症発症に
密接に関与すると疑われています。しかし、これ
らの異常たんぱく質は、病院で用いられるCTや
MRIには写らないため、病気の診断や治療薬開発
は非常に困難でした。
近年、陽電子放射断層撮像法(PET)を用いるこ

とで、これらの異常たんぱく質を可視化すること
が可能となりました。私たちは世界でも稀有な、
多様な認知症におけるタウたんぱく病変を可視化
する技術を有しており、超高磁場MRIを用いた脳
環境評価技術や、血液などの体液バイオマーカー
と組み合わせることで、認知症などの脳疾患発症
メカニズムの解明や、その早期診断・治療・予防
法の開発につながる研究を行っています。
今後は企業や地域と連携し、簡便な認知症発症
リスク予測法の開発と、これを応用した次世代型
認知症健診の実現、運動介入や食環境の見直しな
どによる認知症予防効果の実証などにも取り組ん
でいきたいと考えています。

図１ 認知症の原因物質の可視化
PETイメージングで、アルツハイマー病
患者の脳内に、アミロイドβ（左）とタウた
んぱく質（右）がたまっているのがわかる。

図２ 認知症発症予測技術の開発(概念図)

PETイメージングを応用し、簡便な認知
症発症予測技術開発を目指す。(例：血液検
査、スマートトイレ、ICTの活用など)

臨床機能脳神経学分野 https://www.bri.niigata-u.ac.jp/field/cihbs_fnn/index.html
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認知症発症に関わる異常たんぱく質の可視化
～ 認知症の診断・治療・予防法開発へ向けて ～
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